
■浅川中学校区 C-１ 【地域のありたい姿と必要なこと】 第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
若い人がつくる街で 高齢者も参加できる街づくり

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

若い人（子育て世代）が、地域の魅力を知る・体験する機会を増やして、今後のまちづくりに主体的に取り組んでほしい。
高齢者も一緒にまちづくりに参加して、地域の良さをつなぎ、より魅力あるまちへ。

マルシェ

子育て世代
楽しむ

サロンがない
町会はサロンを
立ち上げる

想い

町会会館→
空き家へ
ひろげる

親子で楽しめる
継続的なイベント

収穫イベント

花植え
599ミュージアム
前でのマルシェ
（場所は週がわり）

ダイエーさん
店頭（駐輪場）

ローカル
お得情報の

ついたSNS発信

夜遅くまで
やっているお店

を増やす

菅原道真の像の
PR

八王子もしくは
地域公式の
SNSを作る

SNSによる
イベントの
魅力的な発信
動画とか活用

駅からお店に
直結する
道づくり

高尾駅自由通路

情報の発信拠点を
停留所につくる
（各年齢層に

発信するために）

市の広報で
イベント情報発信

（特集）

ワークショップに
子育て世代の参加

を要請する

若い人を巻きこむ
（実働側に

若い人がいる）

働き世代
便利

子育て世代
主体的

情報発信

サロン



■浅川中学校区 C-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

情報共有の
場としての
地域サロン

マルシェ
（地産地消）

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

高尾山のそばを
地産地消
遊休地活用

猫グッズ
（手ぬぐいの

販売）

姉妹都市の物品
と中心に

地産地消の物品
を扱うマルシェ

誰でも気軽に
定期実施 情報を

共有化する場
があるといい

子育て世代と
他の世代が
交流できる

農作物を
みんなで収穫

スポーツ
イベント

花いっぱい
運動

保護猫活動
支援

多世代交流

情報発信

若い人に魅力あるまち

まちづくり 八王子駅北口から外へ出て2階部分
をもう少し延長し、使い方を拡げら

れたら良い
2階部分は信号がないので歩きやす
いし、ポイントごとに地上におちる
階段を設置したり、ダイレクトにビ
ルに入れたりしたら便利→長期的な

構想に基づいて！

おしゃれなお店
だけ来ても

若い人は来ない

買い物しやすい
回遊性

（2階デッキの
延伸）

SNSの
上手な活用

地球温暖化が進んで行く中で
駅のロータリーで四方から見る
ことができる所に時計を設置
（気温や湿度、危険情報等も
知ることができると良い）

特に重要な危険な事は色の変化
だったりしたらわかりやすい

バス停を
活用した
情報発信

浅川地区の
防災拠点を作る

自然災害の
情報共有
が大切

浅川地区全体の
事を考えた
街づくり

（陵南・浅川に
分断しない）

地域内の
団体の連携

防災・連携

みんなが
利用できる

ハザードマップ

地域防災を
考えた街づくり

旧町役場を
防災拠点
とする
街づくり

ハザードマップの説明会を市が中
心になり小さな区分ごとに行って

くれたら良い。
町会に入っていない人は情報量が
少なくハザードマップをあまり見

ない人が多い感じがする。
急ぐ事はないが少しずつ、町会に
入っている・いないに関わらず、
住んでいる人に分かってもらえた
ら成功。コミュニケーションが進
み町会に入ってもらえるかも

空き家活用

参加して面白い
老人会活動

子ども会への
参加・結成数を

増やす

ご近所づきあい
の衰退

空き家を活用し
老いも若きも集
えるサロンネッ
トワークづくり

コミュニケー
ションの場

PTA活動が
終わっても

地域に関われる
しくみ

観光の面でも
空き家活用

コミュニケー
ションの場が

どこか
わからない

高齢者だけでな
く子どもたちの
ことも考えて
いかないと

ネットワーク

空き家を活用
したサロン

サロンを拠点に
した地域づくり

若い人

団体どうしの
連携

防災


